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1.  序論・仮説 
  今日の日本では毎年大量の食料廃棄が行われ、問題と  
なっている。｢もったいない精神｣が根付いている日本で  
なぜこういった問題が起きてしまうのか、また、これを解決  
する方法はないのか、以下の2つの仮説に基づいて考えた。  
 

〇賞味期限についての人々の過剰な意識からフードロスが増える
のではないか 
〇フードバンクの活動によってフードロスを減らすことができるの
ではないか 

3. 材料と方法
◯高校生(393人)を対象にアンケートを実施 
①コンビニエンスストアでその日の昼食を買う時、価格と種類を同
じものとした場合 
 
 
 
 
 
A. 棚の手前 賞味期限が短いおにぎり 
B. 棚の奥 賞味期限が長いおにぎり  
                                               ではどちらを選ぶか。 
 
②フードバンクの活動について知っているか 
｢よく知っている｣｢少し知っている｣｢あまり知らない｣｢ほとんど知ら
ない｣のいずれかに回答してもらう。 

 
◯フードバンク仙台に訪問・実態調査 
 
実際に訪問し、代表の方から活動の説明を受けた。 
質問など通して飢餓や食料廃棄についての理解を深めた。 

まとめ・結論  

○多くの人がフードロスを問題視し、解決に向けて取り組んでいく
必要がある。 
→購買者の賞味期限の意識の是正やフードバンクへの寄付、活
動を知って情報を伝えていくことが重要。 
○フードバンクの更なる活用がフードロスの解決に繋がるひとつ
の糸口になる。 
→ただし、仙台市のフードバンクと企業間の繋がりはないため、企
業の余剰食品をフードバンクに提供することは難しい。よってフー
ドバンクの利用方法について随時考えていく必要がある。 
〇各自治体でもフードロス対策を行っている 

4.  結果
《アンケートの結果》 
①の結果 
選んだ理由 
A→「手前にあるから取りやすい」 
      「すぐに食べるものであるから賞味期限は気に しない」など 
B→「賞味期限が長い方がいい」 
      「手前のおにぎりは他の人が触っていそうだから」など 
 

 
 
  
                            
 
 
②の結果 
フードバンクの認知度はまだあまり高くない。 
 

《フードバンク仙台への調査》 
・食品の寄付は企業からよりも圧倒的に個人からの寄付が多い。 
・コンビニやスーパーから売れ残った商品を引き取ることは経済の
事情上難しい。 
・設備の関係上常温保存できる食品しか扱っていない。 
以上のことから、フードバンクと企業の提携は現状ではあまりでき
ておらず、改善の余地があることが分かった。  

《自治体や企業の取り組み》 
福島県→例：パーラージロー→希望に応じた量の調整や、食材使
い切り、持ち帰りの対応など 
 
他にも↓ 

・子供たちに災害に対する備蓄の重要性を伝えることを狙いとし
て、捨てられる予定だった災害時用備蓄食料を活用し、おいしく 
開発した給食メニューを提供（東京都足立区・足立区立梅島小学
校） 
・生活協同組合コープこうべと神戶市は、商品棚の手前に並べる
販売期限が近い「値引き商品」の購入を促すキャ ンペーン（手前
どりの啓発ステッカー）を実施。(神戶市・生活協同組合コープこう
べ) 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2. 現状
◯現在の日本の食糧廃棄量は600万ｔを超える。つまり、日本
人1人あたりご飯茶碗1杯分を捨てている計算になる。 
◯捨てる分のコストも製品のコストに入っている 
◯3分の1ルール→日本のルールは世界的にもかなり厳しく、
食品ロスの増加の一因となっている 
 
 
 
 
 
 
◯日本では外食でのお持ち帰りが 
衛生面の問題上厳しい 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